も 幸福で ある。 

世に 住む こと 二十 年に して、 住む に 甲 勢 ある 世と 

ひょう：：' 

知った。 二十 五 年に して 明暗 は 表裏の ごとく、 日の あ 

たる 所に はきつ と 影が さすと 悟った。 三十の 今日は こ 

う 思うて いる。 喜びの 深き とき 憂 いよいよ 深く、 

たのし 

楽み の大 いなる ほど 苦しみ も 大きい。 これ を 切り放 

そうとす ると 身が 持てぬ。 片 づけよう とすれば 世が 立 

ふ ねま 

たぬ。 金 は 大事 だ、 大事な ものが 殖えれば 寝る 間 も 心 

配だろう。 恋 は うれしい、 嬉しい 恋が 積もれば、 恋 を 

せぬ 昔が かえって 恋し かろ。 閣僚の 肩 は 数百 万人の 足 

ささ せなか 

を 支えて いる。 背中に は 重い 天下が おぶさって いる。 



した 土の 上に 悠然と 峙 つて、 吾ら のために 道 を 譲る 

けしき 

景色 はない。 向う で 聞かぬ 上 は 乗り越す か、 廻らな け 

、 .T あ 

れば ならん。 巌 のない 所で さえ 歩る きょくはない。 左 

く ^+5 +6 ま 

右が 高く つて、 中心が 窪んで、 まるで 一間 幅 を 三角に 

く まんなか つらぬ 

穿って、 その 頂点が 真中 を 貫 いている と 評しても よい 

路を 行く と 云わん より 川底 を 渉る と 云う 方が 適当 だ。 

もと なな まが 

固より 急ぐ 旅で ないから、 ぶらぶらと 七 曲り へ かかる 

ひばり みおろ 

たちまち 足の 下で 雲雀の 声が し 出した。 谷 を 見下し 

たが、 どこで 鳴いて るか 影 も 形 も 見えぬ。 ただ 声 だけ 

せわ たえま 

が 明らかに 聞え る。 せっせと 忙しく、 絶 間な く 鳴いて 

ほういく リ のみ 

いる。 方 幾 里の 空気が 一 面に 蚤に 刺されて いたた まれ 



て、 こう 愉快になる のが 詩で ある。 

たちまち シ エレ ー の 雲雀の 詩 を 思い出して、 口のう 

ちで 覚えた ところ だけ 暗誦して 見た が、 覚えて いる 

ところ は 一 一三 句し かなかった。 その 一 一三 句の なかに こ 

ん なのが ある。 

■we look before ^nd ^fter 

And pdne for wh^t is not: 

our sincerest l£UI^hter 

With some p>ain is frall^Jlt; 

our sweetest son ぬ s ^re those that tell of 

saddest thou^Jlt. 



の 悲 も 多かろう。 そんなら ば 詩人になる の も 考え物 

だ。 

たいら ぞうき やま 

しばらく は路が 平 で、 右 は 雑木 山、 左 は 菜の 花の 見 

た ん ^+6 ま 

つづけで ある。 足の 下に 時々 蒲公英 を 踏みつける。 

のこぎり 

鋸 のよう な 葉が 遠慮なく 四方への して 真中に 黄色な 

たま 

珠を 擁護して いる。 菜の 花に 気 を とられて、 踏みつけ 

た あとで、 気の毒な 事 をした と、 振り向いて 見る と、 

ちんざ のんき 

黄色な 珠は 依然として 鋸の なかに 鎮座して いる。 呑気 

な もの だ。 また 考え をつ づける。 

詩人に 憂 はっき もの かも 知れない が、 あの 雲雀 を 

みじん く 

聞く 心 持に なれば 微塵の 苦 もない。 菜の 花 を 見ても、 



おど 

ただ うれしくて 胸が 躍る ばかり だ。 蒲公英 も その 通リ、 

桜 も —— 桜 はいつ か 見え なくなった。 こう 山の 中へ 来 

け 〈- ぶつ 

て 自然の 景物に 接すれば、 見る もの も 聞く もの も 面白 

い。 面白いだ けで 別段の 苦しみ も 起らぬ。 起る とすれ 

くた び うま 

ば 足が 草臥れて、 旨い ものが 食べられぬ くらいの 事 だ 

ろう。 

しかし 苦しみの な いのは なぜだろう。 ただこの 景色 

を 一 幅の 画と して 観、 一 巻の 詩と して 読む からで ある。 

が じめん 

画で あり 詩で ある 以上 は 地面 を 貰って、 開拓す る 気に 

ひともう リ ようけん 

もなら ねば、 鉄道 を かけて 一 儲けす る 了見 も 起らぬ。 

ただこの 景色が —— 腹の 足しに もなら ぬ、 月給の 補い 



今宵の 宿は那 古^の 温泉 場 だ。 

ただ、 物 は 見様で どうで もなる。 レオナルド • ダ- 

ヴィンチが 弟子に 告げた 言 に、 あの 鐘の音 を 聞け、 鐘 

は 一 つ だが、 音 はどうと も 聞かれる と ある。 一 人の 男、 

一人の 女 も 見様 次静 でい かようと も 見立てが つく。 ど 

うせ 非人情 をし に 出掛けた 旅 だから、 そのつ もりで 人 

ラキ. J よ こラじ 

間 を 見たら、 浮世 小路の 何 軒 目に 狭苦しく 暮 した 時と 

は 違う だろう。 よし 全く 人情 を 離れる 事が 出来んでも、 

せめて 御 能 拝見の 時く らい は 淡い 心持ちに はなれそう 

しちき おち すみ だが わ 

な もの だ。 能に も 人情 は ある。 七騎 落で も、 墨 田 川で 

も 泣かぬ と は 保証が 出来ん。 しかし あれ は 情 三分 i 



中の 人間が 動く と 見れば 差し 支ない。 画 中の 人物 は 

どう 動いても 平面 以外に 出られる もので はない。 平面 

以外に 飛び出して、 立方 的に 働く と 思えば こそ、 こつ 

ちと 衝突したり、 利害の 交渉が 起ったり して 面倒に な 

る。 面倒に なれば なるほど 美的に 見て いる 訳に 行かな 

くなる。 これから 逢う 人間に は 超然と 遠き 上から 見物 

する 気で、 人情の 電気が むやみに 双方で 起らない よう 

にす る。 そうすれば 相手が いくら 働いても、 こちらの 

ふところ え 

懐 に は 容易に 飛び込めない 訳 だから、 つまり は 画の 

うち 

前へ 立って、 画 中の 人物が 画面の 中 を あちらこちらと 

ち "'おこ ぺだ 

騒ぎ 廻る の を 見る のと 同じ 訳になる。 間 三尺 も 隔て 



んの 横顔 を 写しながら、 話し をし かける。 

「閑静で いいね」 

やまざと 

「へえ、 御覧の 通りの 山里で」 

うぐ 1, す 

「 鶯 は 鳴く かね」 

「ええ 毎日の ように 鳴きます。 此辺は 夏 も 鳴きます」 

「聞きたい な。 ちっとも 聞えない となお 聞きたい」 

き よう さつ き 

「あいにく 今日は —— 先刻の 雨で ど こぞ へ 逃げ まし 

た」 

折りから、 竈のう ちが、 ばちば ちと 鳴って、 赤い 火 

が 颯と 風 を 起して 一 尺 あまり 吹き出す。 

お のきば 

「さあ、 御 あたり。 さぞ 御 寒 かろ」 と 云う。 軒端 を 見 



事 を 聞いて 見る。 

だんな とうじ お こ 

「はい、 二十 八丁と 申します。 旦那 は 湯治に 御 越しで 

…：- J 

「込み合わなければ、 少し 逗留し ようかと 思う が、 ま 

あ 気が 向けば さ」 

「いえ、 戦争が 始まりまして から、 頓と 参る もの は 御 

座い ません。 まるで 締め切 リ 同様で 御座います」 

「妙な 事 だね。 それじゃ 泊めて くれない かも 知れん 

ね」 

「いえ、 御 頼みに なれば いつでも 宿め ます」 

「宿屋 はたった 一 軒だった ね」 



しほ だ 

「へえ、 志 保 田さん と 御 聞きに なれば すぐ わかります。 

村の ものもちで、 湯治場 だか、 隠居 所 だか わ かりませ 

ん」 

「じ や 御 客がなくても 平気な 訳 だ」 

「旦那 は 始めて で」 

「いや、 久しい 以前 ちょっと 行った 事が ある」 

とぎ さつ き 

会話 はちよ つと 途切れる。 帳面 を あけて 先刻の 鶏 を 

静かに 写生して いると、 落ちついた 耳の 底へ じ やらん 

き , .1 

じ やらん と 云う 馬の 鈴が 聴え 出した。 この 声が おのず 

ひょうし 

と、 拍子 をと つて 頭の 中に 一種の 調子が 出来る。 眠り 

ながら、 夢に 隣り の 臼の 音に 誘われる ような 心持ちで 



い 終せ ない、 もう 少し 工夫の ありそうな もの だと、 鉛 

筆の 先 を 見詰めながら 考えた。 何でも 白髪と いう 字 を 

入れて、 幾 代の 節と 云う 句 を 入れて、 馬子 唄と いう 題 

^ まと 

も 入れて、 春の 季も 加えて、 それ を 十七 字に 纏めたい 

と 工夫して いるう ちに、 

とま 

「はい、 今日は」 と 実物の 馬子が 店先に 留 つて 大きな 

声をかける。 

「おや 源さん か。 また 城下へ 行く かい」 

「何 か 買物が あるなら 頼まれて 上げよ」 

かじち よう れいがん じ おふだ 

「そうさ、 鍛冶 町 を 通ったら、 娘に 霊 厳 寺の 御札 を 一 

枚 もら つ てきて おくれなさい」 



と 思案して いるう ちに、 ミレ— のかいた、 オフ エリヤ 

おもかず こつせ，.？ 

の 面影が 忽然と 出て 来て、 高島田の 下へ す ぼり と は 

まった。 これ は 駄目 だと、 せっかくの 図面 を 早速 取リ 

崩す。 衣装 も 髪 も 馬 も 桜 も 一 瞬間に 心の 道具 立から 

きれい の 

奇麗に 立ち退い たが、 オフ エリヤの 合掌して 水の 上 を 

もうろう しゅろ ぼうき 

流れて 行く 姿 だけ は、 朦朧と 胸の 底に 残って、 棕梠箒 

で 煙 を 払うよう に、 さっぱりし なかった。 空に 尾を曳 

く 彗星の 何となく 妙な 気になる。 

「それじゃ、 まあ 御免」 と 源さん が 挨拶す る。 

お よ なな まが 

「帰りに また 御 寄り。 あいにくの 降りで 七 曲り は難義 

だろ」 



わずら 

あけくれ 思い 煩 つたが、 どちらへ も 靡き かねて、 とう 

とう 

あきづけば をば なが 上に 置く 露の、 けぬべく も わ 

は、 おも ほ ゆる かも 

と 云う 歌 を咏ん で、 淵 川へ 身 を 投げて 果てました」 

余 はこん な 山里へ 来て、 こんな 婆さんから、 こんな 

古雅な 言葉で、 こんな 古雅な 話 をき こうと は 思いが け 

なかった。 

くだ みちばた ごりんのとう 

「これから 五 丁 東へ 下る と、 道端に 五輪 塔が 御座ん す _ 

ながら おとめ 

つ いでに 長 良の 乙女の 墓 を 見て 御行き なされ」 

余 は 心のう ちに 是非 見て 行こうと 決心した。 婆さん 



出来ん 事 はない が、 ただ 夢の 中で は 俗念が 出て 困る と、 

長い間 これ を 苦にされた そうだが、 なるほど もっとも 

だ。 文芸 を 性 命に する もの は 今少しう つくしい 夢を見 

+4 ま き 

なければ 幅が利かない。 こんな 夢で は 大部分 画に も 詩 

にもな らんと 思いながら、 寝返り を 打つ と、 いつの 間 

しょうじ .S な 

にか 障子に 月が さして、 木の 枝が 二三 本 斜めに 影 を ひ 

たして いる。 冴える ほどの 春の 夜 だ。 

気のせい か、 誰か 小声で 歌 をうた つてる ような 気が 

する。 夢の なかの 歌が、 この 世へ 抜け出した のか、 あ 

まぎ 

るい はこの 世の 声が 遠き 夢の 国へ、 うつ つながらに 紛 

れ 込んだ のかと 耳を峙 てる。 たしかに 誰かうた つて 



ころ やら、 一 歩 進めて 云えば 失恋の 苦しみ そのものの 

あ ふ がんぜん 

溢る ると ころ やら を、 単に 客観的に 眼前に 思い 浮べ る 

から 文学 美術の 材料になる。 世に は 有り もせぬ 失恋 を 

みず し はんもん むさ 

製造して、 自 から 強いて 煩悶して、 愉快 を 貪 ぼる もの 

が ある。 常人 はこれ を 評して 愚 だと 云う、 気 違 だと 

えが この うち 

云う。 しかし 自 から 不幸の 輪廓 を 描いて 好んで その 中 

き が う ゆう - J くが こちゅう 

に 起臥す るの は、 自 から 烏 有の 山水 を 刻 画して 壺 中の 

てんち りっきゃくち 

天地に 歓喜す ると、 その 芸術的の 立脚地 を 得た る 点に 

おいて 全く 等しい と 云わねば ならぬ。 この 点に おいて 

世上 幾多の 芸術家 は (日常の 人と して はい ざ 知らず) 

芸術家と して 常人よりも 愚で ある、 気 違で ある。 われ 



こそん しゅんしょう かえい げっ ぜん ていしょう 

I 孤村の 温泉、 II 春 宵 の 花 影、 —— 月 前の 低誦 、 

おぼろよ こうだい もく 

—— 朧夜の 姿 —— どれ もこれ も 芸術家の 好 題目で ある。 

がんぜん い せんぎ だ 

この 好 題目が 眼前に ありながら、 余 は 入らざる 詮義立 

て をして、 余計な 探ぐ り を 投げ込んで いる。 せっかく 

の雅 境に 理窟の 筋が 立って、 願っても ない 風流 を、 気 

味の 悪る さが 踏みつけに してし まった。 こんな 事なら、 

ひょうぼう 

非人情 も 標榜す る 価値がない。 もう 少し 修行 をし な 

ければ 詩人と も 画家と も 人に 向って 吹聴 する 資格 は 

つかぬ。 昔し 以太利 亜の 画家 サル ヴァ トル • ロザ は 泥 

棒が 研究して 見たい 了 心から、 おのれの 危険 を 賭に し 

て、 山賊の 群に 這ん リ 込んだ と 聞いた 事が ある。 



4. つま 

湯 壷の なかで 顔 を 浮かして いた。 洗う 気に も、 出る 気 

にもなら ない。 第一 昨夕 はどうして あんな 心持ちに 

なった のだろう。 昼と 夜を界 にこう 天地が、 でんぐ 

り 返る の は 妙 だ。 

からだ ふ た いぎ ぬ 

身体 を 拭く さえ 退 儀 だから、 いい加減 にして、 濡れ 

たま ま 上って、 風呂場の 戸 を 内から 開ける と、 また 驚 

かされた。 

「御早う。 昨夕 はよ く 寝られました か」 

戸 を 開ける のと、 この 言葉と は ほとんど 同時にき た _ 

であいがしら あいさつ 

人の いる さえ 予期して おらぬ 出合 頭の 挨拶 だから、 さ 

いとま 

そくの 返事 も 出る 遑 さえない うちに、 



ない 証拠で、 心に 統一が な いのは、 この 女の 世界に 統 

一がなかった のだろう。 不幸に 圧しつ けられながら、 

その 不幸に 打ち勝とうと している 顔 だ。 不仕 合な 女に 

違ない。 

「ありがとう」 と 繰り返しながら、 ちょっと 会釈した。 

「ほほ ほほ 御 部屋 は 掃除が してあります。 往 つて 御覧 

なさい。 いずれ 後 ほど」 

と 云う や 否や、 ひらりと、 腰 を ひねって、 廊下 を 軽 気 

に馳 けて 行った。 頭 は 銀杏 返に^! つてい る。 白い 襟 

がた ぼの 下から 見える。 帯の 黒 糯子は 片側 だけだろう。 



うて、 右へ 折れた 一間の ほか は、 &室 台所 は 知らず、 

客間と 名が つきそう なの は 大抵 立て切って ある。 客 は、 

余 をの ぞくの ほか ほとんど 皆無な の だろ う。 ズ 《しめ》 

あまど た 

た 部屋 は 昼 も 雨戸 を あけず、 あけた 以上 は 夜も閉 てぬ 

らしい。 これで は 表の 戸締り さえ、 する かしない か 解 

くっきょう 

らん。 非人情の 旅に はもって 来い と 云う 屈強な 場所 

だ。 

めし 

時計 は 十一 一時 近くな つたが 飯 を 食わせる 景色 はさら 

くう ざん ひと をみ ず 

にない。 ようやく 空腹 を 覚えて 来たが、 空 山不見 人と 

云う 詩 中に あると 思う と、 一 とかたげ ぐらい 俟 約して 

も 遺憾 はない。 画 を かくの も 面倒 だ、 俳. IP は 作らんで 



「この 部屋 は 普段 誰か 這 人って いる 所 かね」 

「普段 は 奥様が おります」 

「それじゃ、 昨夕、 わたしが 来る 時まで ここにい たの 

だね」 

「へえ」 

「それ は 御 気の毒な 事 をした。 それで 大 徹さん の 所へ 

何 をし に 行く の だい」 

「知りません」 

「それから」 

「何で) ，- ざん す」 

「それから、 まだ ほかに 何 かする のだろう」 



焉 んぞ廋 さんや、 人間のう ちで 眼 ほど 活 きている 道 

じゃくねん よ あじらん ちょうちょう 

具 はない。 寂然と 倚る 亜 字 欄の 下から、 蝶々 が 二 

とたん ふすま 

羽 寄りつ 離れつ 舞い上がる。 途端に わが 部屋の 襖 は 

あいたの である。 襖の 音に、 女 は 卒然と 蝶から 眼 を 余 

かた くう つらぬ 

の 方に 転じた。 視線 は 毒矢の ごとく 空 を 貫いて、 

えしゃく みけん 

会釈 もな く 余が 眉間に 落ちる。 はっと 思う 間に、 小 女 

しごく のんき 

郎が、 またはた と 襖 を 立て切った。 あと は 至極 呑気な 

春と なる。 

余 はまた ごろり と 寝ころんだ。 たちまち 心に 浮んだ 

の は、 

sadder than is the moon-s lost light. 



Lost ere the kindling of dawn, 

Ho travellers journeying on. 

The stluttin^ of thy rair face from my siglit. 

と 云う 句であった。 もし 余が あの 銀杏 返しに 懸想して、 

身 を 砕いても 逢わん と 思う 矢先に、 今の ような 一瞥の 

たまぎ くちお 

別れ を、 魂消る までに、 嬉しと も、 口惜しと も 感じた 

ら、 余 は 必ず こんな 意味 を こんな 詩に 作る だろう。 そ 

の 上に 

MiTOtlt I look on thee in deaith. 

With t>liss I would yield my rf-ss^. 

と 云う 二 句 さえ、 付け加えた かも 知れぬ。 幸い、 普通 



たなび かすみ つゆ ゝ も 

棚引く 霞の 糸、 露に かがやく 蜘蛛の 糸。 切ろうと す 

すぐ 

れば、 すぐ 切れて、 見て いるう ち は 勝れて うつくしい _ 

万一 この 糸が 見る 間に 太くな つて 井戸 網の ように かた 

くな つたら？ そんな 危険 はない。 余 は 画工で ある。 

先 はた だの 女と は 違う。 

突然 襖が あいた。 寝返り を 打って 入口 を 見る と、 因 

果の 相手の その 銀杏 返しが 敷居の 上に 立 つ て 青磁の 鉢 

を 盆に 乗せた まま 佇んで いる。 

「また 寝て いらっしゃ るか、 昨夕 は 御迷惑で 御座ん し 

たろう。 何 返 も 御 邪魔 をして、 ほほ ほほ」 と 笑う。 臆 

けしき 

した 景色 も、 隠す 景色 も —— 恥ず る 景色 は 無論ない。 



て、 羊羹 ほどの 重味がない。 白砂糖と 牛乳で 五重の塔 

ごんごどうだん 

を 作る に 至って は、 言語道断の 沙汰で ある。 

みごと 

「うん、 なかなか 美事 だ」 

「今し がた、 源 兵衛が 買って 帰りました。 これなら あ 

なた に 召し上がられる でしよう」 

じょ. つか とま 

源 兵衛は 昨夕 城下へ 留 つたと 見える。 余 は 別段の 返 

事 もせず 羊羹 を 見て いた。 どこで 誰れ が 買って 来ても 

構う 事 はない。 ただ 美く しければ、 美く しいと 思う だ 

けで 充分 満足で ある。 

「この 青磁の 形 は 大変い い。 色 も 美事 だ。 ほとんど 羊 

そんしょく 

羹 に対して 遜色がない」 



くちもと あな かす ゆ 

女 はふ ふんと 笑った。 口元に 侮 どり の 波が 微かに 揺 

しゃれ 

れた。 余の 言葉 を 洒落と 解した のだろう。 なるほど 洒 

落と すれば、 軽蔑され る 価 はたし かに ある。 智慧の 

足りない 男が 無理に 洒落れ た 時には、 よくこん な 事 を 

云う もの だ。 

「これ は 支那です か」 

「何です か」 と 相手 はまる で 青磁 を 眼中に 置いて いな 

ヽ o 

レ 

「どうも 支那ら しい」 と 皿 を 上げて 底 を 眺めて 見た。 

「そんな ものが、 御 好きなら、 見せましょう か」 

「ええ、 見せて 下さい」 



「父が 骨董が 大好きで すから、 だいぶ いろいろな もの 

があります。 父に そう 云って、 いっか 御茶で も 上げ ま 

しょう」 

へきえき ちゃじん 

茶と 聞いて 少し 辟易した。 世間に 茶人 ほど もったい 

ぶった 風流 人 はない。 広い 詩界を わざとら しく 窮屈に 

なわば きわ 

緦 張り をして、 極めて 自尊 的に、 極めて ことさらに、 

きくき ゆうじょ 

極めてせ せこ ましく、 必要 もない のに 鞠躬 如と して、 

あぶく を 飲んで 結構が る もの は いわゆる 茶人で ある。 

あんな 煩瑣な 規則のう ちに 雅味が あるなら、 麻布の 

聯^の なか は 雅味で 鼻が つかえる だろう。 廻れ 右、 前 

への 連中 はこと ごとく 大 茶人でなくて はならぬ。 あれ 



無論 とっさの 筆 使いだ から、 画に はならない。 ただ 心 

持ち だけ を さらさらと 書いて、 

お ± 、， 

「さあ、 この 中へ 御 這 入りなさい。 蚤 も 蚊 もい ません」 

さき 

と 鼻の 前へ 突きつ けた。 驚く か、 恥ずかしが るか、 こ 

の 様子で は、 よも や、 苦しがる 事 はな かろうと 思って、 

けしき うかが 

ちょ つ と 旦乐 色 を 伺 うと、 

きゅうく つ よ ， J はば 

「まあ、 窮屈な 世界 だ こと、 横幅ば かり じゃあり ませ 

んか。 そんな 所が 御 好きな の、 まるで 蟹ね」 と 云って 

退けた。 余 は 

のきば な うぐいす 

「わ はは はは」 と 笑う。 軒端に 近く、 啼 きかけ た 鶯 

が、 中途で 声 を 崩して、 遠き 方へ 枝 移り を やる。 両人 



はわ ざと 対話 を やめて、 しばらく 耳を峙 てた が、 いつ 

たん 鳴き 損ねた 咽喉 は 容易に 開けぬ。 

きのう お あ 

「昨日 は 山で 源 兵 衛に御 逢いで したろう」 

フス 5i」 

ながら おとめ ごりんのとう 

「長 良の 乙女の 五輪 塔 を 見て いらし つた か」 

「ええ」 

「あきづけば、 をば なが 上に 置く 露の、 けぬべく も わ 

は、 おも ほ ゆる かも」 と 説明 もな く、 女 はすら リと節 

もっけずに 歌 だけ 述べた。 何のた めか 知らぬ。 

「その 歌 はね、 茶店で 聞き ましたよ」 

「婆さんが 教えました か。 あれ はもと 私のう ちへ 奉公 



しょう」 

うぐいす いきおい 

ほ— う、 ほけきょうと 忘れ かけた 鶯が、 いつ 勢 

を 盛り返して か、 時なら ぬ 高音 を 不意に 張った。 一度 

さかし 

立て直す と、 あと は 自然に 出る と 見える。 身 を 逆 ま 

にして、 ふくらむ 咽喉の 底 を 震わして、 小さき 口の 張 

り 裂く るば かりに、 

ま 1 う、 ま寸き よ 1 う。 ま——、 ま，^ つ— きょう— 

さ ま さ え 

と、 つづけ 様に 囀ず る。 

「あれが 本当の 歌です」 と 女が 余に 教えた。 

五 



しゃ ぼん す なま 

「石鹼 なん ぞを、 つけて、 剃るな あ、 腕が 生なん だが、 

旦那の は、 髭が 髭 だから 仕方が あるめえ」 と 云いな が 

まう 

ら 親方 は 裸石鹼 を、 裸の まま 棚の 上へ 放り出す と、 石 

そむ ころ 

鹼は 親方の 命令に 背いて 地面の 上へ 転がり 落ちた。 

「旦那 あ、 あんま リ 見受けね えよう だが、 何です かい、 

近頃 来な すった のかい」 

I 二三 日 前 来たば かりさ」 

「へえ、 どこに いるんで すい」 

しほ だ とま 

「志 保 田に 逗っ てるよ」 

「うん、 あすこの 御客さんで すか。 おおかた そんな 事 

わつ し t こよつ 

たろうと 思って た。 実 あ、 私 も あの 隠居さん を 頼て 



「おい、 もう 一遍 石鹼 をつ けて くれない か。 また 痛く 

な つ て 来た」 

「よく 痛くなる 髭 だね。 髭が 硬 過ぎる からだ。 旦那の 

髭 じ や、 三日に 一度 は 是非 剃 を 当てな くつち や 駄目で 

すぜ。 わつ しの 剃で 痛け り や、 どこへ 行った つて、 我 

慢 出来つ こねえ」 

「これから、 そうしょう。 何なら 毎日 来ても いい」 

「そんなに 長く 逗留す る 気なん です か。 あぶね え。 

およしな せえ。 益 もね え 事った。 碌 でもね えものに 

引つ かかって、 どんな 目に 逢う か 解りません ぜ」 

「どうして I 



いきなり 

突然 あの 女が 飛び込んで 来て —— ゥ フフ フフ。 どうし 

キ J じる し 

て も 狂 印 だね」 

「どうかした のかい」 

「そんなに 可愛いなら、 仏様の 前で、 いっしょに 寝よ 

たいあん くび たま 

うって、 出し抜けに、 泰 安さん の 頸つ 玉へ かじりつい 

たんで さあ」 

「 へ ええ」 

めんくら きちげ え 

「面 喰った な あ、 泰安 さ。 気 狂に 文 をつ けて、 飛んだ 

恥を搔 かせられて、 とうとう、 その 晚 こっそり 姿 を 隠 

して 死ん じ ま つ て …… 」 

「死んだ？」 



葬られる あとから、 すぐ 新しい 貝が、 柳の 下へ たまる _ 

ゆくえ むな 

爺 さ んは 貝の 行末 を考ぅ る 暇 さえな く、 ただ 空し き 殻 

かげろう ほう か ざる ささ 

を 陽炎の 上へ 放り出す。 彼れ の 笊に は 支うべき 底な く 

して、 彼れ の 春の 日 は 無尽蔵に 長閑 かと 見える。 

砂 川 は 二 間に 足らぬ 小 橋の 下 を 流れて、 浜の 方へ 春 

の 水 を そそぐ。 春の 水が 春の 海と 出合う あたりに は、 

しんし いくひろ 

参 差と して 幾 尋の干 網が、 網の 目 を 抜けて 村へ 吹く 軟 

なまぐさ ぬくもり 

風に、 腫き 微温 を 与えつつ あるかと 怪しまれる。 そ 

どんとう と 

の 間から、 鈍刀 を 溶かして、 気長に のた くらせた よう 

に 見える のが 海の 色 だ。 

この 景色と この 親方と はとうて い 調和し ない。 もし 



たる 春の 日に もっとも 調和せ る 一 彩色で ある。 

こう 考える と、 この 親方 もなかな か 画に も、 詩に も 

し：：：' 

なる 男 だから、 とうに 帰るべき ところ を、 わざと 尻 を 

す よも やま のれん すべ 

据えて 四方八方の 話 をして いた。 ところへ 暖簾 を 滑つ 

て 小さな 坊主頭が 

「御免、 一 つ 剃って 貰おう か」 

は い まるぐ け 

と 這 入って 来る。 白木 綿の 着物に 同じ 丸 桁の 帯 をし め 

て、 上から 蚊帳の ように 粗い 法衣 を 羽織って、 す こぶ 

る 気楽に 見える 小坊主で あ つ た。 

リ ようねん 

「了 念さん。 どうだい、 こないだ あ 道草 あ、 食って、 

おしょう しか 

和尚さん に 叱られたろう」 



よ、 いい か、 血が 出る ぜ」 

「痛い がな。 そう 無茶 をして は」 

「このく らいな 辛抱が 出来な くって 坊主に なれる もん 

力」 

「坊主に はもうな つと るが な」 

「まだ 1 人前 じ やねえ。 —— 時に あの 泰 安さん は、 ど 

うして 死んだ つけな、 御 小僧さん」 

「泰 安さん は 死に はせんが な」 

「死なね え？ はてな。 死んだ はず だが」 

のち リく ぜん だいばい じ 

「泰 安さん は、 その後 発憤して、 陸 前の 大梅 寺へ 行つ 

しゅ * きょうざん ま い ちしき 

て、 修業 三昧 じ や。 今に 智識に なられよう。 結構な 



事よ」 

「何が 結構 だい。 いくら 坊主 だって、 夜 逃 をして 結構 

な 法 は あるめえ。 御前なん ざ、 よく 気をつけ なくつ 

ちゃい けね ぇぜ。 とかく、 しくじるな あ 女 だから —— 

きじる し おしょう 

女って えば、 あの 狂 印 は やっぱり 和尚さん の 所へ 行く 

ゝ ヽ I 

力 レ」 

きじる し 

「狂 印と 云う 女 は 聞いた 事がない」 

「通じね え、 味噌 擂だ。 行く のか、 行かね えの か」 

キ J じる し 

「狂 印 は 来ん が、 志 保 田の 娘さんなら 来る」 

ごきとう なお 

「いくら、 和尚さん の 御祈禱 でも あれば かりや、 癒る 

めえ。 全く 先の 旦那が 祟って るんだ」 



丄八 

ふすま あ はな 

夕暮の 机に 向う。 障子 も 襖 も 開け放つ。 宿の 人 は 

多く も あらぬ 上に、 家 は 割合に 広い。 余が 住む 部屋 は、 

ふるま きょう いくまが リ 

多く も あらぬ 人の、 人ら しく 振舞う 境 を、 幾 曲の 廊 

下に 隔て たれば、 物の 音 さえ 思索の 煩，" に はならぬ。 

ひとしお 

今日は 一層 静かで ある。 主人 も、 娘 も、 下女 も 下男 も、 

ま の 

知らぬ 間に、 われ を 残して、 立ち退い たかと 思われる。 

かすみ 

立ち退いた とすれば ただの 所へ 立ち退き はせ ぬ。 霞 

の 国 か、 雲の 国 かであろう。 あるいは 雲と 水が 自然に 



指 を 染め 得た る もの を挙 ぐれば、 文 与 可の 竹で ある。 

うんこく たいが どう けいしょく 

雲 谷 門下の 山水で ある。 下って 大雅 堂の 景色で ある。 

ぶ そん たいせい 

蕪 村の 人物で ある。 泰西の 画家に 至って は、 多く 眼 を 

ぐしょう は しんおう きいん 

具象 世界に 馳 せて、 神 住の 気韻 に 傾倒せ ぬ 者が 大多数 

を 占めて いるから、 この種の 筆墨に 物 外の 神韻 を 伝え 

得る もの ははた して 幾人 あるか 知らぬ。 

せっしゅう つと びょうしゅつ 

惜しい 事に 雪 舟、 蕪 村ら の 力めて 描出した 一種 

の 気韻 は、 あまりに 単純で かつ あまりに 変化に 乏しい _ 

筆力の 点から 云えば とうてい これらの 大家に 及ぶ 訳 は 

な いが、 今 わが 画に して 見ようと 思う 心持ち はもう 少 

し 複雑で ある。 複雑で ある だけに どうも 一枚の なかへ 



きょくちょく 

表して、 線の 曲直が この 気合の 幾分 を 表現して、 全 

体の 配置が y J の 風韻 のどれ ほど か を 伝えるならば、 形 

にあら われた もの は、 牛で あれ 馬で あれ、 ないし は 牛 

でも 馬で も、 何でもな いもので あれ、 厭わない。 厭わ 

ない がどう も 出来ない。 写生帖 を 机の 上へ 置いて、 両 

じょう くふう 

眼が 帖 のなかへ 落ち込む まで、 工夫した が、 とても 物 

にならん。 

ちゅうしょうてき 

鉛筆 を 置いて 考えた。 こんな 抽象的な 興趣 を 画に 

しょうと する のが、 そもそもの 間違で ある。 人間に そ 

う 変り はない から、 多くの 人のう ちに はきつ と 自分と 

同じ 感興に 触れた ものが あって、 この 感興 を 何らの 手 



て 見ぬ から、 どんな 病に 利く のか 知らぬ。 もとより 別 

段の 持病 もない から、 実用 上の 価値 はかって 頭の なか 

に 浮んだ 事が な い。 ただ 這 入る 度に 考え出す の は、 

はくらく てん おんせん みず なめらか にして ぎょうし を あらう 

白 楽天の 温泉 水 滑 洗 凝脂と 云う 句 だけで ある。 

温泉と 云う 名 を 聞けば 必ず この 句に あらわれ たような 

愉快な 気持になる。 また この 気持 を 出し 得ぬ 温泉 は、 

温泉と して 全く 価値がない と 思って る。 この 理想 以外 

に 温泉に つ いての 注文 はまる でない。 

つ ま 、-. 

す ぼり と 浸 かると、 乳の あたりまで 這 入る。 湯 は ど 

こから 湧いて 出る か 知らぬ が、 常で も 槽の縁 を 奇麗に 

越して いる。 春の 石 は 乾く ひまな く 濡れて、 あたたか 



、p わ 

柔らかで、 これほど 抵抗の 少ぃ、 これほど 苦にならぬ 

輪廓 は 決して 見出せぬ。 

しかも この 姿 は 普通 の 裸体 の ごとく 露骨に、 余が 眼 

の 前に 突きつ けられて はおらぬ。 すべての もの を 幽玄 

れい ふん ほうふ つ じゅうぶん 

に 化する 一種の 霊氛 のなかに 髡髴 として、 十分の 美 

おく ゆか へんりん 

を 奥床しく も ほのめかして いるに 過ぎぬ。 片鱗 を 

はつ ぼく リんリ あいだ きゅう リ よう かい ちょごう 

潑墨 淋漓の 間に 点じて、 虬 竜 の怪 を、 楮毫の ほかに 

想像せ しむる がごと く、 芸術的に 観じて 申し分のない、 

空気と、 あたたかみと、 冥邈 なる 調子と を 具えて いる。 

六々 三十 六 鱗 を 丁寧に 描きた る 竜 の、 滑 称に 落つ る 

せ き ら ら じょうし やしゃ 

が 事実なら ば、 赤裸々 の 肉 を 浄洒々 に 眺めぬ うちに 



とう きんちゃくき 

ところが 尊と い。 日本 は 巾着切りの 態度で 美術品 を 作 

こま 

る。 西洋 は 大きくて 細かくて、 そうして どこまでも 

しゃば つ け 

娑婆気が とれない。 まずこう 考えながら 席に着く。 若 

い 男 は 余と ならんで、 花 毯の半 を 占領した。 

ひざ 

和尚 は 虎の 皮の 上へ 坐った。 虎の 皮の 尻尾が 余の 膝 

の 傍 を 通り越して、 頭 は 老人の 臀の 下に 敷かれて いる _ 

あご 

老人 は 頭の 毛 を ことごとく 抜いて、 頰と 顎へ 移植した 

ひげ は ちゃたくの 

ように、 白い 髯を むしゃむしゃと 生やして、 茶托へ 載 

せた 茶碗 を 丁寧に 机の 上へ ならべる。 

きょ-つ 

「今日は 久し振りで、 うちへ 御 客が 見えた から、 御茶 

を 上げようと 思って、 …… I と 坊さんの 方 を 向く と、 



「どの 青磁 を —— うん、 あの 菓子鉢 かな。 あれ は、 わ 

すき ふすま 

しも 好 じ や。 時に あなた、 西洋画で は 襖な ど はかけ 

んも のかな。 かけるなら 一 つ 頼みたい がな」 

ぢ しょう 

かいて くれなら、 かかぬ 事 もない が、 この 和尚の 気 

に 入る か 入らぬ かわからない。 せっかく 骨 を 折って、 

西洋画 は 駄目 だな どと 云われて は、 骨の 折栄 がない。 

「襖に は 向かないでしょう」 

「向かん かな。 そうさな、 この間の 久 一さん の 画の 

ようじ や、 少し 派手 過ぎる かも 知れん」 

「私の は 駄目です。 あれ はまる でいた ずらです」 と 若 

jd す けんそし 

い 男 はしき りに、 恥 かしがって 謙遜す る。 



「その 何とか 云う 池 は どこに あるんで すか」 と 余 は 若 

い 男に 念のため 尋ねて 置く。 

ゆうす い 

「ちょっと 観 海 寺の 裏の 谷の 所で、 幽邃な 所です。 I 

I な あに 学校に いる 時分、 習った から、 退屈 まぎれに、 

や つ て 見た だけです」 

「観 海 寺と 云う と …… 」 

「観 海 寺と 云う と、 わしの いる 所 じ や。 いい 所 じ や、 

ひとめ みおろ とうりゅう 

海 を 一 目に 見下しての まあ 逗留 中に ちょ つ と 来 

て 御覧。 なに、 ここから はつい 五六 丁よ。 あの 廊下 か 

ら、 そら、 寺の 石段が 見える じ やろうが」 

「いっか 御 邪魔に 上っても いいです か」 



な」 

「なんじ や、 一 体」 

すす I- 

「 硯 よ」 

「へえ、 どんな 硯 かい」 

さんよう 

「山陽の 愛蔵した と 云う …… 」 

「いいえ、 そり やまだ 見ん」 

しゅんす い ぶた 

「春 水 の 替え 蓋が ついて …… 」 

「そり や、 まだの よう だ。 どれどれ」 

あずき い ろ 

老人 は 大事そう に 緞子の 袋の 口 を 解く と、 小豆色の 

かど 

四角な 石が、 ちらりと 角 を 見せる。 

「いいせ 合 じ やのう。 端渓 かい」 



あいま じ 

相 交わる 所が、 次第に 色 を 取り替えて、 いつ 取り替え 

わがめ あざむ 

たか、 ほとんど 吾 眼の 欺かれた る を 見出し 得ぬ 事で 

むしょうかん い ん げんまめ 

ある。 形容して 見る と 紫色の 蒸 羊羹の 奥に、 隠元豆 を、 

透いて 見える ほどの 深さに 嵌め込んだ ような もので あ 

る。 眼と 云えば 一個 二 個で も 大変に 珍重され る。 九 個 

る い 

と 云ったら、 ほとんど 類 は あるまい。 しかも その 九 個 

が 整然と 同 距離に 按排され て、 あたかも 人造の ねり も 

い つ びん 

のと 見違えら るるに 至 つ て はもと ょリ 天下の 逸品 を 

もって 許さざる を 得ない。 

「なるほど 結構です。 観て 心 持が いいば かり じゃあり 

さ わ 

ません。 こうして 触っても 偷： R です」 と 云いながら、 



「隠居さん、 どうも この 色が 実に 善い な。 使うた 事が 

あるかの」 

「いいや、 滅多に は 使いとう、 ないから、 まだ 買うた 

なり じ や」 

「そうじゃろ。 こない なの は 支那で も 珍ら しかろう な 

隠居さん」 

さよう- 

「左様」 

「わし も 一 つ 欲しい もの じ や。 何なら 久 一さん に 頼 も 

うか。 どうかな、 買うて 来て おくれ かな」 

すず リ 

「へへ へへ。 硯を 見つけな いうちに、 死んで しまい 

そうです」 



「本当に 硯 どころではないな。 時に いつ 御 立ち か」 

二 ニニ 日う ちに 立ちます」 

「隠居さん。 吉 田まで 送って 御 やり」 

みち. P 

「普段なら、 年 は 取つ とる し、 まあ 見合す ところ じ や 

が、 ことによると、 もう 逢えん かも、 知れん から、 送つ 

て やろうと 思うて おります」 

「御 伯父さん は 送って くれんでも いいです」 

若い 男 はこの 老人の 甥と 見える。 なるほど どこか 似 

ている。 

「な あに、 送って 貰う がいい。 川 船で 行けば 訳 はない _ 

な あ 隠居さん」 



ま うしお 

その 鼓動のう ちに は、 百 里の 平野 を 捲く 高き 潮が 今 

そつぜん 

すでに 響いて いるか も 知れぬ。 運命 は 卒然とし てこの 

二人 を 一堂のう ちに 会した るの みに て、 その他に は 何 

事 を も 語らぬ。 

九 

「御 勉強です か」 と 女が 云う。 部屋に 帰った 余 は、 

さんきゃく きしば ぬ 

三脚 几に 縛りつ けた、 書物の 一冊 を抽 いて 読んで いた。 

「御^入り なさい。 ちっとも 構いません」 

けし さ 

女 は 遠慮す る 景色 もな く、 つかつかと 這 入る。 くす 



ろ どころ 脱け るか も 知れません」 

「よ ござんす とも。 御 都合 次第で、 御 足しな すっても 

構いません」 

「女 は 男と ならんで 舷 に 倚る。 二人の 隔り は、 風 

に 吹かる る リボンの 幅よりも 狭い。 女 は 男と 共に ヴェ 

ニスに 去らば と 云う。 ヴェ ニスなる ド ウジの 殿 楼は今 

第二の 日没の ごとく、 薄 赤く 消えて 行く。 …… 」 

「^ -— ジとは 何です」 

t 力 

「何 だって 構 やしません。 昔し ヴ エニス を 支配した 人 

間の 名です よ。 何 代 つづいた ものです かね。 その 御殿 

が 今でも ヴェ 二 スに 残って るんで す」 



「女が 云 うんです か、 男が 云 うんです か」 

「男が 云 うんです よ。 何でも 女が ヴ エニスへ 帰りた く 

ない のでしょう。 それで 男が 慰める 語なん です。 I 

I 真夜中の 甲板に 帆綱 を 枕に して 横 わりた る、 男の 

記憶に は、 かの 瞬時、 熱き 一滴の 血に 似た る 瞬時、 女 

の 手 を 確と 把り たる 瞬時が 大濤の ごとくに 揺れる。 男 

は 黒き 夜 を 見上げながら、 強いられ たる 結婚の 淵より、 

是非に 女 を 救い 出さん と 思 い 定めた。 かく 思 い 定めて 

男 は 眼を閉 ずる。 —— 」 

「女 は？」 

さま 

「女 は路に 迷いながら、 いずこに 迷える か を 知らぬ 様 



である。 攫われて 空行く 人の ごとく、 ただ 不可思議の 

千万無量 —— あとが ちょっと 読みに くいです よ。 どう 

も 句に ならない。 —— ただ 不可思議の 千万無量 —— 何 

か 動詞はないでしょう か」 

「動詞なん ぞいる ものです か、 それで 沢山です」 

「え？」 

ノ J 一つ き 

轟と 音が して 山の 樹が ことごとく 鳴る。 思わず 顔 を 

とたん いちりんざし い つばき 

見合わす 途端に、 机の 上の 一 輪 挿に 活けた、 椿が ふら 

ひざ くず 

ふらと 揺れる。 「地震！」 と 小声で 叫んだ 女 は、 膝 を 崩 

して 余の 机に 靠り かかる。 御 互の 身軀 がすれ すれに 動 

する はばたき きじ やぶ 

く。 キキ— と 鋭 どい 羽搏 をして 一 羽の 雉子が 藪の 中 か 



余 は 何と 答えて よい やらち よ つと 挨拶が 出なかった。 

女 はす かさず、 

「そんな 忘れつ ぼい 人に、 いくら 実 をつ くしても 駄目 

です わね え」 と 嘲け る ごとく、 恨む がごと く、 また 

ま つ こ-つ 

真 向から 切りつ ける がごと く 二の矢 をつ いだ。 だんだ 

ん 旗色が わるくな るが、 どこで 盛り返し たもの か、 い つ 

すき 

たん 機先 を 制せられ ると、 なかなか 隙 を 見出しに くい。 

「じ や 昨夕の 風呂場 も、 全く 御 親切から なんです ね」 

きわ 

と 際どい ところで ようやく 立て直す。 

女 は 黙って いる。 

「どうも 済みません。 御礼に 何 を 上げましょう」 と 出 



来る だけ 先へ 出て 置く。 いくら 出ても 何の 利 目 もな 

かった。 女 は 何 喰わぬ 顔で 大徹 和尚の 額 を 眺めて いる。 

やがて、 

ちくえ いか い を はらつ てち リ うごかず 

「竹 影 払 階 塵 不動」 

おわ 

と 口のう ちで 静かに 読み 了って、 また 余の 方へ 向き 

直った が、 急に 思い出し たように、 

「句 です つ て I 

と、 わざと 大きな 声で 聞いた。 その 手 は 喰わない。 

「その 坊主に さっき 逢い ましたよ」 と 地震に 揺れた 池 

の 水の ように 円満な 動き 方 をして 見せる。 

「観 海 寺の 和尚です か。 肥って るでしょう」 



ベて を 打ち壊 わして しまう。 と 云って むやみに 気楽で 

はなお 困る。 一 層 ほかの 顔に して は、 どうだろう。 あ 

ぢもゎ 

れか、 これ かと 指 を 折って 見る が、 どうも 思しくない _ 

やはり 御那 美さん の 顔が 一番 似合うよ うだ。 しかし 何 

だか 物 足らない。 物 足らない とまで は 気がつく が、 ど 

こが 物 足らない かが、 吾ながら 不明で ある。 したがつ 

て 自己の 想像で いい加減に 作り 易え る 訳に 行かない。 

あれに 嫉妒を 加えたら、 どうだろう。 嫉妒 では 不安の 

感が 多過ぎる。 憎悪 はどうだろう。 憎悪 は烈 げし 過ぎ 

る。 怒？ 怒で は 全然 調和 を 破る。 ■ 恨？ 恨で も 

春 恨と か 云う、 詩的の ものなら ば 格別、 ただの 恨で は 



*ic -、 o 

な V 

きょう リ ぶ 

がさ リ がさ リと 足音が する。 胸裏の 図案 は 三分 二で 

くず つつそで せ まき の 

崩れた。 見る と、 筒袖 を 着た 男が、 背へ 薪 を 載せて、 

くまざさ 

熊笹の なか を 観 海 寺の 方へ わたって くる。 隣り の 山 か 

らおり て 来たの だろう。 

てぬぐい あいさつ かが 

「よい 御 天気で」 と 手拭 をと つて 挨拶す る。 腰 を 屈め 

とたん おと なた は 

る 途端に、 三尺帯に 落した 鉈の 刃が ぴ かりと 光った。 

がっこう たくま 

四十 恰好の 逞しい 男で ある。 どこかで 見た よう だ。 

男 は 旧知の ように 馴々 しい。 

「旦那 も 画 を 御 描きな さる か」 余の 絵の具 箱 は 開けて 

あった。 



せん。 三日に 一 返、 ことによると 四日 目く らいに なり 

ます」 

「四日に 一 返で も 御免 だ」 

「ァ ハハ ハハ。 馬が 不憫です から 四日 目く らいに して 

置きます」 

「そり や あ、 どうも。 自分より 馬の 方が 大事なん だね _ 

ヽヽ ヽヽー 

ノノ ノノ」 

「それほど でもな いんで …… 」 

「時に この 池 はよ ほど 古い もんだ ね。 全体い つ 頃から 

あるんだ い」 

「昔から あります よ」 



「昔から？ どのくらい 昔から？」 

「なんでもよ つぼ ど 古い 昔から」 

「よっぽど 古い 昔し からか。 なるほど」 

しほ だ 

「なんでも 昔し、 志 保 田の 嬢 様が、 身 を 投げた 時分 か 

ら あります よ」 

「志 保 田って、 あの 温泉 場の かい」 

「は あい」 

「御嬢さんが 身 を 投げた つて、 現に 達者で いる じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「いんに え。 あの 嬢 さま じ やない。 ずっと 昔の 孃様 



「ずっと 昔の 嬢 様。 いつ 頃 かね、 それ は」 

「なんでも、 よほど 昔し の 嬢 様で …… 」 

「その 昔の 嬢 様が、 どうして また 身 を 投げたん だい」 

「その 嬢 様 は、 やはり 今の 嬢 様の ように 美しい 嬢 様で 

あつたそう ながな、 旦那 様」 

「うん」 

ひと リ ぼろん じ 

「すると、 ある 日、 一 人の 梵論 字が 来て …… 」 

「梵論 字と 云う と 虚無僧の 事 かい」 

「は あい。 あの 尺八 を 吹く 梵論 字の 事で ござんす。 そ 

しょうや とうりゅう 

の梵論 字が 志 保 田の 庄屋へ 逗留して いるう ちに、 そ 

の 美く しい 嬢 様が、 その 梵論字 を 見 染めて —— &果と 



申します か、 どうしても いっしょ になり たいと 云うて 

泣きました」 

「泣きました。 ふうん」 

「ところが 庄屋 どのが、 聞き入れません。 梵論字 は 知 耳 

に はならん と 云うて。 とうとう 追い出しました」 

「その 虚無僧 〔# ルビの 「こもそう」 は 底本で は 「こむ そ 

う 匕 を かい」 

「は あい。 そこで 嬢 様が、 梵論 字の あと を 追うて ここ 

まで 来て、 —— あの 向う に 見える 松の 所から、 身を投 

げて、 とうとう、 えらい 騒ぎに なりました。 その 

時 何でも 一 枚の 鏡 を 持って いたと か 申し 伝えて おり ま 



月が 落ちた よう だと 見 上る。 ど - J やらで 鳩の 声が しき 

リに する。 棟の 下にで も 住んで いるら しい。 気のせい 

か、 廂の あたりに 白い ものが、 点々 見える。 翼 かも 知 

れぬ。 

あま だ 

雨垂れ 落ちの 所に、 妙な 影が 一列に 並んで いる。 木 

とも 見えぬ、 草で は 無論ない。 感じから 云う と 

いわ さまた ベえ おに ねんぶ つ 

岩 佐 又兵衛 のかいた、 鬼の 念仏が、 念仏 を やめて、 踊 

リを 踊って いる 姿で ある。 本堂の 端から 端まで、 一列 

に 行儀よ く 並んで 躍って いる。 その 影が また 本堂の 端 

おぼろよ 

から 端まで 一 列に 行儀よ く 並んで 躍って いる。 朧夜に 

かね しゅもく ほうがちょう 

そそのかされて、 鉦 も 撞木 も、 奉加帳 も 打ちす てて、 



さそ あわ やまでら 

誘 い 合せ る や 否や この 山寺へ 踊りに 来たの だろう。 

近寄って 見る と 大きな 覇王樹 である。 高さ は 七 八 尺 

へちま きゅう リ しゃもじ お 

もあろう、 糸瓜 ほどな 青い 黄瓜 を、 杓子の ように 圧し 

え つち. P 

ひしゃげ て、 柄の 方 を 下に、 上へ 上へ と 継ぎ合せ たよ 

うに 見える。 あの 杓子が いくつ 継がったら、 おしまい 

ひさし 

になる のか 分らない。 今夜のう ちに も廂を 突き破つ 

て、 屋根 瓦の 上まで 出そう だ。 あの 杓子が 出来る 時に 

は、 何でも 不意に、 どこから か 出て 来て、 ぴしゃりと 

飛びつ くに 違いない。 古い 杓子が 新しい 小 杓子 を 生ん 

で、 その 小 杓子が 長い 年月のう ちに だんだん 大きくな 

るよう に は 思われない。 杓子と 杓子の 連続が いかにも 



るいるい くうり 

立 つ て、 この おとなしい 花が 累々 と どこまでも 空 裏に 

はびこ さま ぼうぜん 

蔓る様 を 見上げて、 しばらく 茫然と していた。 眼に 

落つ るの は 花ば かりで ある。 葉 は 一枚 もない。 

木蓮の 花ば かりなる 空 を瞻る 

と 云う 句 を 得た。 どこ やらで、 鳩が やさしく 鳴き 合う 

ている。 

ぬすびと 

庫裏に 入る。 庫裏 は 明け 放して ある。 盗人 はおらぬ 

いぬ ほ 

国と 見える。 狗 はもと ょリ 吠えぬ。 

r 御免， - 

おとず しん 

と 訪問れ る。 森と して 返事がない。 

「頼む」 



志 保 田の 御那 美さん も、 嫁 にんって 帰って きてから、 

どうも いろいろな 事が 気になって ならん、 ならん と 云 

まう 

うてし まいに とうとう、 わしの 所へ 法 を 問いに 来た 

じ やて。 ところが 近頃 はだい ぶ 出来て きて、 そら、 御 

覧。 あのような 訳の わかった 女に なった じ やて」 

「へええ、 どうもた だの 女 じ やない と 思いました」 

きほう する 

「いや なかなか 機鋒の 鋭 どい 女で —— わしの 所へ 修業 

たいあん にやくそう 

に 来て いた 泰 安と 云う 若僧 も、 あの 女の ために、 ふと 

だいじ きゅうめい いんねん ほうちゃく 

した 事から 大事 を 窮明 せんならん 因縁に 逢着して I 

ちしき 

I 今によ い 智識になる ようじ や」 

静かな 庭に、 松の 影が 落ちる、 遠くの 海 は、 空の 光 



送られて、 庫裏 を 出る と、 鳩が くう うくう うと 鳴く- 

「鳩 ほど 可愛い もの はない、 わしが、 手 をた たくと、 

みな 飛んで くる。 呼んで 見よ か」 

もくれん いく だ 

月 はいよ いよ 明るい。 しんしん として、 木蓮 は幾朶 

うんげ くう リ ささ け つりよう しゅん や まなか 

の 雲 華 を 空 裏に 擎げ ている。 狖寥 たる 春 夜の 真中に、 

たなごころ う ふうち ゆう 

和尚 ははた と 掌 を拍 つ。 声 は 風 中に 死して 一羽の 

鳩 も 下りぬ。 

「下りん かいな。 下りそう な もの じ やが」 

了 念 は 余の 顔 を 見て、 ちょっと 笑った。 和尚 は 鳩の 

眼が 夜で も 見える と 思うて いるら しい。 気楽な もの だ _ 

山門の 所で、 余 は 二人に 別れる。 見返え ると、 大き 



は あれで も 画家 かと 嗤ぅ かもしれ ぬ。 いくら 嗤 われて 

も、 今の 余 は 真の 画家で ある。 立派な 画家で ある。 こ 

きょう 

う 云う 境 を 得た ものが、 名画 を かくと は 限らん。 し 

かし 名画 を かき 得る 人 は 必ず この 境 を 知らねば ならん _ 

あさめし しきし ま 

朝飯 をす まして、 一 本の 敷 島 を ゆたかに 吹かした る 

ときの 余の 観想 は 以上の ごとくで ある。 日 は 霞 を 離 

のぼ しょうじ うし なが 

れて 高く 上って いる。 障子 を あけて、 後ろの 山 を 眺め 

あお き あざ 

たら、 蒼い 樹が 非常にす き 通って、 例に なく 鮮やかに 

見えた。 

よのなか 

余 は 常に 空気と、 物象と、 彩色の 関係 を 宇宙で もつ 

とも 興味 ある 研究の 一 と 考えて いる。 色 を 主にして 空 



あの 色 こそと 思った とき、 すぐ 三脚 几 を 担いで 飛び出 

さなければ ならん。 色 は 刹那に 移る。 一 たび 機 を 失す 

れば、 同じ 色 は 容易に 眼に は 落ちぬ。 余が 今 見上げた 

山の端に は、 滅多に この辺で 見る 事の 出来ない ほどな 

^；ぃ 色が 充 ちている。 せっかく 来て、 あれ を 逃す の は 

惜しい もの だ。 ちょっと 写して きょう。 

ふすま えんがわ しょうじ 

襖 を あけて、 椽 側へ 出る と、 向う 二階の 障子に 身 を 

も あご えり うす 

倚た して、 那 美さん が 立って いる。 顋を 襟の なかへ 埋 

めて、 横顔 だけし か 見えぬ。 余が 挨拶 をしょう と 思う 

途端に、 女 は、 左の 手 を 落とした まま、 右の 手 を 風の 

ひらめ いなずま ふたお み お 

ごとく 動かした。 閃く は 稲妻 か、 二 折れ 三 折れ 胸の 



の 世、 照らさる る 海の 世の みで ある。 

ごろ リと 寝る。 帽子が 額 をす べつて、 やけに 

あみだ ぬ ぼけ 

阿弥陀と なる。 所々 の 草 を 一 ニ尺抽 いて、 木瓜の 小 株 

が 茂って いる。 余が 顔 はちょう ど その 一 つの 前に 落ち 

ぼけ かんこ まが 

た。 木瓜 は 面白い 花で ある。 枝 は 頑固で、 かって 曲つ 

ま つ すぐ 

た 事がない。 そんなら 真直 かと 云う と、 けっして 真直 

でもない。 ただ 真直な 短 かい 枝に、 真直な 短 かい 枝が、 

ある 角度で 衝突して、 斜に 構えつつ 全体が 出来 上って 

いる。 そこへ、 紅 だか 白 だか 要領 を 得ぬ 花が 安閑と 咲 

く。 柔 かい 葉 さえち らちら 着ける。 評して 見る と 木 

おろ さと 

瓜 は 花のう ちで、 愚かに して K5 つた ものであろう。 世 



る。 女 はもう 引かぬ、 男 は 引かり ようと もせぬ。 心的 

状態が 絵 を 構成す る 上に、 かほ どの 影響 を 与えようと 

は、 画家ながら、 今まで 気がつかなかった。 

き あ い 

二人 は 左右へ 分かれる。 双方に 気合が ないから、 も 

しりめつれつ ぞうきばやし 

う 画と して は、 支離滅裂 である。 雑木林の 入口で 男 は 

一 度 振り返った。 女 は 後 を も 見ぬ。 すらすらと、 こち 

あるい ましょうめん 

らへ 歩行て くる。 やがて 余の 真正面まで 来て、 

「ik 生 先生 ，1 

と 二 声 掛けた。 これ はしたり、 いつ 目 付かったろう。 

「可 ひす」 

ぼ け 

と 余 は 木瓜の 上へ 顔 を 出す。 帽子 は 草原へ 落ちた。 



「何 を そんな 所でして いらっしゃる」 

「詩 を 作つ て 寝て いました」 

「うそ を おっしゃい。 今の を 御覧でしょう」 

「今の？ 今の、 あれです か。 ええ。 少々 拝見し まし 

た」 

「ホホ ホホ少 々でなくても、 たくさん 御覧な されば い 

いのに」 

「実のところ はたく さん 拝見し ました」 

「それ 御覧なさい。 まあ ちょっと、 こっちへ 出て い 

らっしゃい。 木瓜の 中から 出て いらっしゃい」 

余 は^か として 木瓜の 中から 出て 行く。 



じょ" つか 

「城下から 来ました」 

「随分 遠方から 来た もんです ね。 それで、 どこへ 行く 

ん です 力」 

「何でも 満洲へ 行く そうです」 

「何し に 行 くんです か」 

「何し に 行 くんです か。 御金 を 拾いに 行 くんだ か、 死 

にに 行 くんだ か、 分りません」 

この 時 余 は 眼 を あげて、 ちょと 女の 顔 を 見た。 今 結 

んだ 口元に は、 微かなる 笑の 影が 消え かかりつつ ある。 

意味 は 解せ ぬ。 

「あれ は、 わたくしの 亭主です」 



く か、 春が 尽きて、 人が 騒いで、 鉢ち 合せ をしたがる 

なまぐさ みけん 

ところまで 行かねば やまぬ。 腥 き 一 点の 血 を 眉間に 

印した る この 青年 は、 余ら 一 行 を 容赦な く 引いて 行く 

なわ ものすご 

運命の 緦 はこの 青年 を 遠き、 暗き、 物凄き 北の 国まで 

引く が 故に、 ある 日、 ある 月、 ある 年の 因果に、 この 

青年と 絡みつ けられた る 吾ら は、 その 因果の 尽くる と 

ころまで この 青年に 引かれて 行かねば ならぬ。 因果の 

尽くる とき、 彼と 吾ら の 間に ふっと 音が して、 彼 一人 

いやおう てもと たぐ 

は 否応なしに 運命の 手元まで 手繰り 寄せら るる。 残る 

、 -0>ぢ う 

吾ら も 否応なしに 残らねば ならぬ。 頼んでも、 もがい 

て も、 引いて いて 貰う 訳に は 行かぬ。 



みどり 

「あの 翠の 濃い 下の、 紫に 見える 所がありましょう」 

「あの 日影の 所です か」 

ま 

「日影です かしら。 禿げて るんで しょう」 

< ぼ 

「な あに 凹んで るんで すよ。 禿げて いり や、 もっと 茶 

に 見えます」 

「そうでし ようか。 ともかく、 あの 裏 あたりになる そ 

うです」 

なな まが 

「そうすると、 七 曲り はもう 少し 左リ にな リ ますね」 

「七 曲り は、 向う へ、 ずっと 外れます。 あの 山の また 

一 つ 先き の 山です よ」 

「なるほどそう だった。 しかし 見当から 云う と、 あの 



たた へ さき 

でもた しかです」 と 左の 肩 を 叩いて 見せる。 舳 では 

戦争 談が 酣 である。 

舟 はよう やく 町ら しいな かへ 這 入る。 腰 障子に 

御 肴と 書いた 居酒屋が 見える。 古風な 緦 暖簾が 見え 

る。 材木の 置 場が 見える。 人力車の 音 さえ 時々 聞え る _ 

つばく ろ あひる 

乙 鳥が ちちと 腹 を 返して 飛ぶ。 家鴨が が あが あ 鳴く。 

一 行 は 舟 を 捨てて 停車場に 向う。 

いよいよ 現実 世界へ 引きずり 出された。 汽車の 見え 

る 所 を 現実 世界と 云う。 汽車 ほど 二十世紀の 文明 を 代 

表する もの は あるまい。 何百と 云う 人間 を 同じ 箱へ 詰 

めて 轟と 通る。 情け容赦 はない。 詰め込まれた 人間 は 



の 戸 も ぴしゃりと しまった。 世界 はもう 二つに 為った。 

まどぎわ 

老人 は 思わず 窓 側 へ 寄る。 青年 は 窓から 首 を 出す。 

みれん 

「あぶない。 出ます よ」 と 云う 声の 下から、 未練の な 

い 鉄 車の 音が ごつ とり ごつ とりと 調子 を 取って 動き 出 

す。 窓 は 一つ一つ、 余 等の 前 を 通る。 久 一 さんの 顔が 

小さくな つて、 最後の 三等 列車が、 余の 前 を 通る とき、 

窓の 中から、 また 一 つ 顔が 出た。 

ひげ 

茶色の はげた 中折帽の 下から、 髯 だらけな 野 武士が 

名残り 惜 気に 首 を 出した。 そのと き、 那 美さん と野武 

みあわ てっし や 

士は 思わず 顔 を 見合せ た。 鉄 車 は) J とり ごとり と 運転 

ま— ぅぜレ 

する。 野 武士の 顔 はすぐ 消えた。 那 美さん は 茫然と し 
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